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解 答
イ 銅 ３ ア ウ イ イ オ宗 唄 欝 蔚 鰻 姥→ → ① ②

ア うきぶくろ 温室効果 ア・オ厩 浦記号 名前 ① ②

ア 海 クレーター就 唄 ① ② ③

右図 イ，ウ ウ ＋ ４８欝 ① ② ③ ④ ａ ｂ

エ イ カ 鳥類，昆虫類，ムカデ類州 唄 欝 蔚① ②

Ａグループの実は皮がうすく熟すのが早いので長期間にわたって利用できないが，鰻

Ｃグループの実は皮が厚いので保存でき，長期間にわたってえさとして利用できる。

タヌキは雑食性で様々な動植物をえさとして利用している。これらのえさは大き姥

な生態系の中で複雑につながっていて，その生態系が保たれるためには，食物連鎖

の土台となる植物の面積が，ある程度まとまった広がりを持つことが必要となるか

ら。

５３ イ ウ イ １４０ ８０修 唄 欝 蔚 鰻 姥① ②

上がる 下がる厩 Ｐをはずすと Ｑをはずすと

右図 ９５.０ ３３ ２４愁 唄 欝 蔚 鰻

オ ア ウ姥 ① ② ③

解 説
(2) 下弦の月は真夜中ごろ上り，正午ごろにしずみます。反対に，上弦の月は正午ごろ上り，真夜中ごろにしず就

みます。また，月の南中時刻は，１日ごとに４８分ずつおそくなります。

(2) アはキツネ，ウはアナグマの足あとです。タヌキはミミズが好きで，顔を地面に向けて歩きながらミミズを州

探すので，歩幅がせまくなります。

(3) 表で，１月～１２月までの数値に０がないものが，１年中えさとして取ることができるものです。

(4) 保存がきくＣグループは，食料の乏しい冬の期間に主に利用できますが，保存がきかないＡグループは，す

ぐに食べるしかありません。

，(5) 食物連鎖の土台は，生産者である植物，すなわち森林（緑地）です。緑地が広いほど，様々な動植物が共生

共存することが可能となり，雑食性のタヌキには好都合となります。

(2) ＡＢ間の距離が小さいほどＡがＢを上に引く力が大きくなり，距離が２０㎝を過ぎると引く力は０となりま修

す。

(3) ＡがＢを上に引く力は，ＡＢ間の距離が３㎝のとき１００ｇ（５７０－４７０ ，距離が４㎝のとき５３ｇで）

す。

(4) ＡＢ間の距離が２㎝のとき，ＡがＢを上に引く力は２１０ｇ（５７０－３６０）なので，図３で糸にかかる

力は１４０ｇ（２１０－７０）です。

(5) 図４で，Ｑを支点としたつり合いを考えると，２５×１４０＝５×４６０＋１５×Ｐにかかる力の式が成り

立つので，Ｐにかかる力は８０ｇです。

(6) Ｑをはずすと，図４はＰを支点としたつり合いで考えることになります。このとき，時計回りに回転させる

はたらき（２０×４６０）＞反時計回りに回転させるはたらき（４０×１４０）です。

(3) 表２より，水１００ｇに食塩を５ｇとかすと，沸騰する温度が０.９℃上がることがわかります。したがって，愁

１０１.０℃で沸騰するのは，食塩を約３３ｇ（ １０１－９５）÷０.９×５）とかしたときです。（

(4) 食塩水８０ｇは，水６４ｇに１６ｇの食塩がとけています。飽和状態になるのは，水が４０ｇ（１００×

１６
）まで減少したときです。

４０

(5) 水は沸騰直後に減り，水にとけている食塩は少し時間が経過してから減り始めます。
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